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三 沢 市 議 会 会 議 録
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午前１０時００分 開議

○議長（小比類巻雅彦君） おはようござい

ます。

出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。

これより、本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第３号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１ 市政

に対する一般質問を行います。

春日洋子議員の登壇を願います。

春日議員。

○１４番（春日洋子君） おはようございま

す。

１４番、公明党の春日洋子でございます。

通告の順に従い、質問してまいります。

はじめに、行政問題の１点目、ＳＤＧｓ・

持続可能な開発目標への理解を深める取組に

ついてお伺いします。

ＳＤＧｓとは、持続可能な開発目標の略称

で、全ての国連加盟国が２０３０年までの達

成を目指す、貧困や教育、環境など１７分野

にわたる目標のことです。２０１５年の国連

総会で採択された、我々の世界を変革する持

続可能な開発のための２０３０アジェンダに

書き込まれており、誰も置き去りにしないと

いう大きな理念を掲げています。

日常生活の中にもＳＤＧｓにつながる動き

がたくさんあり、例えば最近注目を浴びてい

るプラスチックごみ問題では、ストロー、レ

ジ袋、ペットボトルなど、私たちの生活の

様々なところで使用されています。

プラスチックごみは便利な一方で、海に流

れ込んでマイクロプラスチックとなり、生態

系に悪影響を与えています。また、石油が原

料のプラスチックは、焼却すれば地球温暖化

の原因となる二酸化炭素が発生します。

このようなプラスチックごみの問題を考え

ることは、ＳＤＧｓの開発目標である「つく

る責任 つかう責任」、「海の豊かさを守ろ

う」、「気候変動に具体的な対策を」などを

追求することにつながります。

今、日々の生活の中で、レジ袋をエコバッ

グに変えたり、マイボトルを持ち歩いてみた

りするなど、私たちができることへの取組が

広がっていますが、去る１１月３０日付の地

元紙において、選ばれる青森への挑戦として

特集記事が掲載されており、大変興味深く拝

見いたしました。中でも、小さなことから

やってみよう、一人一人ができるＳＤＧｓで

は、１７の開発目標を家の中でできること、

家の外でできることに分け、紹介している点

に注目いたしました。

例えば、水道の蛇口を小まめに止めよう、

家事を平等に分担しよう、ペットは責任を

持って飼おう、町の防災、清掃活動に参加し

てみようなど、一つ一つはとても小さなこと

でも、私たちが自分ごととして考え、心がけ

ていくことがＳＤＧｓにつながることを気づ

かせてくれます。

ＳＤＧｓの取組主体となる三沢市において

も、今後さらなる情報発信や普及・啓発への

取組が求められているものと考えます。

そこで、これまで以上に広く認知度を高め

るための学ぶ機会について、本市の御見解を

お伺いします。

次に、２点目のユニバーサルデザイン、Ｕ

Ｄフォントの導入についてお伺いします。

ユニバーサルデザインは、文化や言語、国

籍、年齢、性別、能力などの違いにかかわら

ず、一人一人に対してもっと使いやすいもの

にすること、使う人の視点や気持ちに立っ

て、工夫してつくることや考えることから始

まっています。

私たちは、視覚や聴覚、味覚、触覚で情報

収集を行いながら生活をしていますが、その

中でも視覚を使った情報収集は８０から９０

％を占めると言われ、生活する上で大変重要

な役割を担っています。一たびどこかに行こ

うと思えば、案内板や交通標識、手元の切符

に至るまで、そこに記録された文字情報を頼

りに行動しており、文字は私たちの日常にご
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く当たり前に浸透しています。

では、その文字が読みにくかったり、分か

りにくかったらどうでしょうか。

そこで、このような事態を防ぐためには、

文字そのものが分かりやすく、読みやすく、

読み間違えにくいことが求められ、誰がどん

な状況であっても正しく機能するユニバーサ

ルデザインという発想が、文字のデザインに

おいても求められております。ユニバーサル

デザイン・ＵＤフォントは、文字の読み書き

が困難な人や高齢者でも分かりやすいため、

教育現場や駅の表示などでも利用されてお

り、広報誌や議会だよりなどに導入している

自治体の住民からは、文字が大きく見やすい

といった声が寄せられていると言います。

このことからも、行政情報を全ての市民の

皆様に分かりやすく伝える手段として、大変

有効であると考えます。導入に向けて、本市

の御見解をお伺いします。

次に、３点目の自殺対策の強化についてお

伺いします。

新型コロナウイルス感染の収束が見えない

中、自ら命を絶つ人が急増していると言われ

ています。悩みや困難を抱える人に寄り添

い、支える取組が急務です。

自殺者は、年々減少する傾向にありました

が、今年７月以降は４か月連続で、前年の同

じ月より増加し、１０月は約４割多い２,１

５８人に達したとのことです。

特に女性の自殺が目立っており、非正規雇

用が多い女性は、コロナ禍による失業などで

経済的に困窮しやすいことに加え、家庭にい

る時間が増えたため、配偶者などからの暴

力・ＤＶや育児の悩み、介護疲れなどの問題

が深刻化した可能性が指摘されています。ま

た、若者の自殺も増えており、８月には高校

生の自殺が過去５年間で最も多くなり、コロ

ナ禍による学習環境の急変などが背景にある

と見られています。

本県においても例外ではなく、先頃の新聞

報道において、県内自殺が増加傾向との見出

しで掲載されており、警察庁自殺統計による

と、７月が２７人、８月は２４人、９月が２

４人、１０月は２８人と、いずれも前年を上

回っており、自殺問題に詳しい弘前市の医師

は、本年１年間の自殺者は２４０人から２６

０人になる可能性があり、昨年の２２６人を

超えることが予想されると警鐘を鳴らしてい

ます。

そこで、このような背景を踏まえ、本市に

おいては自殺対策の強化をどのように取り組

んでいかれるのかお伺いします。

次に、４点目のごみ収集アプリの導入につ

いてお伺いします。

ごみ収集アプリは、ごみの収集日や分け

方、出し方などを、お持ちのスマートフォン

やタブレット端末から手軽に確認することが

できるアプリです。その目的は、住民の利便

性向上や、自治体の負担軽減ですが、青森県

のごみ排出量の多さや、リサイクル率が他県

より低いという課題を少しでも解決できるよ

う、住民にごみへの関心を持ってもらうこと

も狙いとされています。

平成３１年第１回定例会において、地域の

導入や普及状況を情報収集し、また、アプリ

ケーションの運用に係る経費などについても

調査・研究してまいりたいと考えているとの

答弁でありました。その後の検討状況と併

せ、導入に向けての御見解をお伺いします。

次に、５点目の母子手帳の電子化について

お伺いします。

母子手帳は、１９４８年に日本が世界に先

駆けて導入し、現在は母子保健法に基づき、

妊婦から妊娠届があった場合、市区町村に義

務づけています。導入当初は、乳幼児の死亡

率を下げる役割を担いましたが、その後は産

後ケア、発達障害児支援、育児不安や児童虐

待への対応といった機能が加わっています。

電子化の重要性が認識されたのは、２０１

１年の東日本大震災です。岩手県では、住民

の周産期情報を電子化していたため、被災し

た母子への医療や育児支援を継続できまし

た。

公明党女性委員会は、本年、全国各地でオ
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ンラインなども活用し、様々な立場にある女

性の声に耳を傾けるウイメンズトークを実施

しています。その中で、現場で寄せられた声

を踏まえ、子育て支援の一環として母子手帳

を電子化し、赤ちゃんの成長記録などをデジ

タルのデータで管理できるようにする取組を

行っている自治体が増えていることを踏ま

え、こうした取組の普及に向けて自治体への

支援などを求める提言を盛り込み、この１０

月９日に菅総理大臣に申し入れました。

デジタルに慣れ親しんだ子育て世帯におい

て、日々の子育てをＩＣＴを活用して、効率

化、負担軽減する様々な子育て支援サービス

が進んでいます。特に、スマホのアプリを活

用して、これまで手書きで行ってきた記入、

記録等の作業を効率化したり、子育てに必要

な情報を簡単に入手できるサービスはうれし

いものです。

そこで、本市においても、母子手帳の電子

化の導入を検討すべきと考え、御見解をお伺

いします。

次に、福祉問題の遠隔手話通訳サービスの

導入についてお伺いします。

遠隔手話通訳サービスとは、新型コロナウ

イルス感染症の拡大や災害時など、手話通訳

を派遣できない場合に、スマートフォンなど

を介して手話通訳を行うサービスであり、手

話通訳者の感染を防ぎながら聴覚障害者の意

思疎通を円滑に支援できる仕組みとして注目

を集めています。

通常、聴覚障害者は手話通訳を利用する場

合は、市町村に派遣依頼し、通訳者に同行し

てもらいますが、コロナ禍にあっては、聴覚

障害者と通訳者が互いに新型コロナウイルス

への感染リスクにさらされる可能性がありま

す。

手話は、表情や口の動きも意思疎通に欠か

せず、通訳者がマスクを着用できないといっ

た問題もありました。しかし、遠隔手話通訳

サービスを使えば、新型コロナウイルスによ

る感染リスクを回避することができます。

そこで、本市においても聴覚障害者の会話

の確保に向けて導入すべきと考え、御見解を

お伺いします。

次に、教育問題の１点目、ヤングケアラー

への支援についてお伺いします。

日本においては、ヤングケアラーの明確な

定義はなく、厚労省は、本来大人が担うと想

定されるような家事や家族のお世話などを日

常的に行う１８歳未満の子供を指すとしてい

ます。日本ケアラー連盟は、具体例として、

家族に代わり幼い兄弟の世話をしている、障

害や病気のある家族の身の周りの世話をして

いるなど１０の類型を示しており、核家族化

や高齢化、共働き、独り親家庭の増加といっ

た家族構成の変化により、子供がケアの担い

手にならざるを得ない状況が背景にあると言

われています。

厚生労働省は、具体的な支援策を検討する

ため、この１２月にも教育現場を対象にした

初の全国的な実態調査を始めるとしており、

政府が本格的な調査に乗り出すのは、それだ

け事態を深刻に見ていることが伺えます。

日本ケアラー連盟が、新潟県魚沼市内の小

中学校の教職員を対象に行った実態調査で

は、この調査をきっかけに教職員や保健師、

民生委員など、関係者の中でヤングケアラー

への認知度が高まったと言われており、実態

調査によりヤングケアラーへの存在が現場で

認識されることに期待が寄せられています。

一方、ヤングケアラーは、同世代に悩みを

共有できる人が少なく、孤立しがちで表面化

しにくいことが支援を難しくさせていると言

います。このことから、本市においても、い

ち早く実態を把握し、必要に応じて適格な支

援を行うべきと考え、御見解をお伺いしま

す。

最後に、２点目のセカンドブック事業の導

入についてお伺いします。

読み聞かせに役立ててもらうため、ゼロ歳

児の親子に健診時などを活用して絵本を贈る

ブックスタート事業に続き、もう少し成長し

た幼児や児童に本を贈る事業がセカンドブッ

ク事業と呼ばれています。
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ブックスタートは、絵本を通じて親子で楽

しい時間を過ごしてもらうことが主な目的な

のに対し、セカンドブックは子供の読書習慣

の継続や子供の感性、想像力の育成などを重

視し、対象年齢は自治体によって異なります

が、子育て支援策の一環としても広がってい

ます。

コロナ禍が続く中、本を求める人が多いと

お聞きします。子供たち自身が読書の楽しさ

を知るきっかけをつくり、自発的な読書活動

につなげるために、成長の節目である新入生

に対しセカンドブック事業を導入すべきと考

え、本市の御見解をお伺いいたします。

以上で、私の質問を終わります。御答弁を

よろしくお願いいたします。

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの春日

洋子議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。

市長。

○市長（小檜山吉紀君） おはようございま

す。

ただいまの春日議員御質問の行政問題につ

いての第１点目、ＳＤＧｓ・持続可能な開発

目標への理解を深める取組については私か

ら、そのほかにつきましては副市長並びに担

当部長からお答えをさせますので、御了承願

いたいと存じます。

御承知のとおり、ＳＤＧｓとは、２０１５

年９月の国連サミットで採択された１７の

ゴールと１６９のターゲットから成る２０３

０年までの国際目標であります。当市といた

しましては、ＳＤＧｓの理念を意識しなが

ら、地方創生、地域活性化に向けて各種事業

を実施することとしておりますが、持続可能

なまちづくりに当たっては、行政だけではな

く民間事業者及び市民の皆様の意識高揚と一

人一人の行動が重要であると考えておりま

す。

このことから、当市では、ＳＤＧｓを通し

て未来を考える機会を提供するため、青森県

と共同で開催しているあおもりグローバルア

カデミーのうち、広く市民を対象とする公開

講座の一つとして、ＳＤＧｓセミナーを平成

３０年度から開催しております。

残念ながら、今年度につきましては、新型

コロナウイルス感染症拡大防止のための観点

から、対象をアカデミー受講者だけに限定し

て開催したところであります。

今後におきましては、引き続きセミナーを

開催するとともに、ＳＤＧｓの認知度を一層

高めるため、ＳＤＧｓとは何か、そのために

何ができるのか等について、マックテレビや

広報みさわを活用しながら、具体的に分かり

やすく市民の皆様に周知してまいりたいと考

えております。

私からは、以上です。

○議長（小比類巻雅彦君） 副市長。

○副市長（米田光一郎君） 行政問題の第３

点目、自殺対策をどのように取り組んでいく

のかについてお答え申し上げます。

厚生労働省の統計資料によりますと、自殺

者の人数につきましては、全国的に増加傾向

にあり、三沢市においても、昨年度の同時期

までと比較すると、同様に増加傾向にありま

す。

自殺の背景には、失業、倒産、多重債務、

過労、いじめや孤立などの社会的要因があ

り、また、今般の新型コロナウイルス感染症

の影響などにより、自殺リスクが高まってい

る状況にあるとも言われております。

当市の自殺対策といたしましては、平成３

１年３月にいのち支える三沢市自殺対策計画

を策定し、その基本理念を「誰も自殺に追い

込まれることのないまち」として、市役所内

の各窓口での連携体制の構築をはじめ、関係

機関との連携や市民向けの研修、あるいは相

談体制の強化などの取組を進めているところ

でございます。

その具体的な取組といたしましては、ゲー

トキーパー養成講習会の開催、小中学生を対

象とした心の健康づくりの実施、相談窓口を

紹介するチラシの配布、そして、毎月開催さ

れる心のケア相談などの事業を行っておりま

す。
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コロナ禍により、感染の不安、人との交流

の減少、家族関係の変化や経済不安など、精

神的負担が続く中、自殺リスクを抱えた当事

者が気持ちを打ち明けられる身近な人の存在

や支援機関、相談窓口の開設といった対策の

充実がこれまで以上に重要になるものと考え

ております。

今後におきましても、自殺対策計画に基づ

く施策の進捗管理や計画内容の改善、充実を

図るとともに、マックテレビやホームページ

等により相談窓口を紹介するなど、心に悩み

を抱えた方々が一人で不安や悩みを抱え込ま

ずに相談できるような体制づくりをより一層

進めることが肝要だと考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 政策部長。

○政策部長（佐々木 亮君） 行政問題の第

２点目、ユニバーサルデザインフォントの導

入についてお答えいたします。

ユニバーサルデザインフォント、いわゆる

ＵＤフォントは、書籍などで用いられる文字

の書体の太さを改良するなど、視覚に障害の

ある方はもちろん、全ての人に読みやすい書

体として、民間企業により開発されたもので

あります。

当市では、これまでも市が発信する行政情

報については、文章の表現や用語などに工夫

を凝らし、できるだけ市民の皆様に理解して

いただけるよう努めてきたところでありま

す。特に、広報みさわにおきましては、市民

の皆様方からの声を参考に、文字の大きさや

書体、配色や紙面構成などを適宜検証し、改

善を繰り返しながら発行してきているところ

であります。

御質問のＵＤフォントの導入につきまして

は、市民の皆様により分かりやすい行政情報

を提供するという意味におきまして、改善策

の一つであると考えられますことから、今後

におきましては、市民の皆様の意見を聞きな

がら、既に導入している自治体の成果や県内

の自治体の取組状況などを調査し、様々な要

件も含めて検討してまいりたいと考えており

ます。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 市民生活部長。

○市民生活部長（工藤雅則君） 行政問題の

第４点目、ごみ収集アプリの導入についてお

答えいたします。

昨今のスマートフォンやタブレット端末の

普及拡大を受け、県内外の各自治体でも、家

庭のごみの出し方に関する情報を提供する各

種のアプリが普及してきております。こうし

たアプリは、ごみの適切な分別方法やごみの

収集日といった情報提供のほか、ごみの分類

検索や多言語表示など、様々なオプション機

能を備えているものもあり、さらにはリサイ

クル推進の取組や啓発活動の情報発信によ

り、ごみの減量等を市民に促すことができる

など、新しい行政サービスの形として近年注

目されております。

当市では、三沢市一般廃棄物処理基本計画

において、ごみの適切な分類とそのリサイク

ルやごみの発生抑制を重視した取組を展開さ

せ、環境への負荷の少ない循環型文化都市の

構築を目指すこととしております。

こうしたことから、先行してアプリを導入

している他自治体の利用状況やその内容を調

査・研究し、導入の必要性などを検討してま

いりましたところ、御提案のごみ収集アプリ

は、市民の利便性向上はもとより、資源ごみ

の適切な分別や減量化、ごみ出しマナーの向

上にも大いにつながるものと考えておりま

す。

今後におきましては、ごみの分別方法や収

集日に関する情報を分かりやすく市民に提供

できるよう、利用しやすいごみ収集アプリの

導入に向けて準備を進めてまいりたいと考え

ております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 福祉部長心得。

○福祉部参事兼福祉部長心得兼生活福祉課長

（篠田浩一君） 行政問題の第５点目、母子

手帳の電子化についてお答えいたします。

母子健康手帳は、妊娠・出産・育児の一貫
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した記録をするとともに、この記録を参考と

して保健指導や健康診査を行うことを目的に

交付しているものでございます。

また、母子健康手帳には、必要に応じて医

療関係者が記載、参照することができ、保護

者自らも記載し管理できるよう工夫され、非

常に優れた母子保健のツールとされておりま

す。

このような母子健康手帳の記録を電子化す

ることによって、妊娠中から出産後の乳幼児

健康診査の結果や予防接種、成長記録などを

スマートフォン等で手軽に管理でき、いつで

もどこでもアクセスが可能となるとともに、

災害等により母子健康手帳を紛失した場合な

どは、貴重な記録媒体として対応できるなど

の利便性もあることから、子育て世代から母

子健康手帳の電子化は求められていると認識

しております。

このようにＩＣＴの普及に伴い、各自治体

で様々な子育て支援情報の提供アプリ等を導

入しているところでございますが、当市にお

きましても、子供、子育てに関連する情報提

供を目的に、平成２８年に三沢市子育てナビ

の提供を開始し、令和元年には、妊産婦健診

や妊婦向けの教室、予防接種スケジュールの

管理、子供の健診・健康相談などの機能を追

加し、さらには母子健康手帳に記載されてい

る内容の一部も加え、リニューアルした三沢

市子育てアプリ「ほきのすけの予防接種 子

育てナビ」の提供を開始したところでござい

ます。

今後におきましても、三沢市子育てアプリ

「ほきのすけの予防接種 子育てナビ」の

サービスに加えて、電子母子健康手帳や子育

て世代に有効活用できる機能の追加など調

査・研究してまいりたいと考えております。

次に、福祉問題の遠隔手話サービスの導入

についてお答えいたします。

当市では、聴覚障害者の自立と社会参加を

支援するため、平成１８年から手話通訳者の

派遣事業を実施しております。現在、市内在

住で手話通訳を必要とする聴覚障害者は１６

名おり、市の設置通訳者２名と登録制の通訳

者５名により、昨年度は４９５件の通院や各

種手続など、日常生活における手話通訳を

行っております。

新型コロナウイルスの発生により、聴覚障

害者の病院受診等に際して、手話通訳者の同

行が困難になることが予想される中、手話通

訳者が利用者等と対面せずに、タブレットや

スマートフォンを通して手話通訳ができるこ

とから、現在、国では都道府県を対象に、遠

隔手話サービスを導入するために必要な通信

環境の整備等に補助を行っております。これ

を受け、県では、令和３年２月以降の遠隔手

話サービスの導入を計画し、現在、検討を進

めているところです。

県によりますと、県内の市町村もこの県の

サービスを利用できる予定とのことでありま

すが、サービスの利用に当たっては、県が用

意した会場とパソコンを利用するため、市の

手話通訳者を県庁に派遣しなければならない

ことから、必ずしも利用しやすい十分な体制

とは言えないものと考えております。このた

め、万が一市内において新型コロナウイルス

感染者が発生した場合や災害時の対応なども

考慮すれば、市独自のサービスの導入が望ま

しいものと考えております。

このようなことから、市といたしまして

は、今後、手話通訳を必要とする聴覚障害者

のタブレットやスマートフォンの保有状況等

について調査するとともに、効率的な通信環

境の整備等について検討し、できるだけ早期

に遠隔手話サービスの導入を目指してまいり

たいと考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 教育部長。

○教育部長（小泉厚子君） 教育問題の第１

点目、ヤングケアラーへの支援についてお答

えいたします。

病気や障害、精神的な問題を抱える家族を

介護している１８歳未満の子供はヤングケア

ラーと呼ばれ、最近、その支援の在り方が全

国的に問題となっております。一般的に、こ
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の問題で家族の世話が当たり前と思っている

児童生徒は、過度なケアが日常のこととな

り、ほかからの支援が必要な状況と認識でき

ていない事案が多いとされております。

また、学校では、本人から悩みや不安を聞

くことはできても、家庭内の詳しい状況まで

把握ができず、対応することが難しい事案も

あるとされております。さらに、教職員をは

じめ、周りの大人がまだヤングケアラーの存

在を認識できていないという実態もあると思

われます。

児童生徒が教職員をはじめ、周りの大人か

ら知られずに、年齢や成長の度合いに見合わ

ない重い責任や負担を負いながら、誰に相談

してよいか分からない、ストレスを感じる、

勉強時間が取れないなど、生活への影響が出

ていることに対して、適切な対応が必要であ

ることは言うまでもないことであります。

現在、教育委員会では、ヤングケアラーと

いう観点での実態調査は実施しておりませ

ん。しかし、各学校においては、定期的な教

育相談、生活に関するアンケート等を実施す

ることで、児童生徒の悩みや不安の把握に小

まめに努めており、家庭生活での問題等があ

れば、その都度対応を図っております。

教育委員会といたしましては、今後、厚生

労働省が行う全国的な実態調査と並行して、

ヤングケアラーという観点を加えながら、児

童生徒の現状をより一層きめ細かに把握して

いくとともに、ヤングケアラーの概念を教職

員が学ぶ機会をつくる必要があると考えてお

ります。

児童生徒が、過度の介護等で時間を奪われ

ないようにするため、学校、家庭、地域、そ

して関係機関等との連携を深めながら、ヤン

グケアラーの児童生徒にも学びの時間を保障

できるように努めてまいります。

次に、第２点目、セカンドブック事業の導

入についてお答えいたします。

当市の子供読書活動の推進につきまして

は、子供が読書に親しむ機会の提供と読書環

境の充実を軸に、平成２３年度より４か月健

診の際に絵本入りバッグを配付し、図書ボラ

ンティアによる読み聞かせを実施、継続して

おり、子供自身が本との触れ合い、楽しさを

知るきっかけをつくるなどの環境整備に努め

ているところであります。

現在、図書館では読書通帳、学校図書室で

は管理システム・ＥＬＩＳＥ－Ｅｇｇを使用

し、子供がどんな本に出会ったかを記録に残

すことで、読書習慣の定着をサポートしてお

ります。

さらには、今年度から学校司書を１名増員

したことにより、市内全小中学校で読書活動

や調べる学習に対する支援・助言ができるよ

うになりました。

また、図書館には、図書消毒器を導入する

など、安心・安全な子供たちの読書活動を推

進しているところであります。

当市において、新入学児童生徒に本を贈呈

するセカンドブック事業の導入につきまして

は、読書習慣の基礎づくりになり、また、本

との出会いを通じて子供たちの夢や希望が育

まれ、ひいては大人や子供の読書への関心に

つながるものと考えておりますことから、先

進的に導入している自治体の取組や効果を調

査し、さらに検討してまいりたいと考えてお

ります。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 春日議員。

○１４番（春日洋子君） 御答弁ありがとう

ございました。

それでは、質問順に再質問させていただき

ます。

はじめに、行政問題の１点目、ＳＤＧｓ・

持続可能な開発目標への理解を深める取組に

ついて市長より御答弁をいただきました。今

後は、これまで行ってまいりましたあおもり

グローバルアカデミー、今年度は中止となり

ましたけれどもセミナーの開催、また広報み

さわとマックテレビなども活用していく、

おっしゃるとおりかというふうに思っており

ます。

この質問に至った経緯は、埼玉県の越谷市
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でありましたけれども、市立図書館におい

て、子供向けから中高生向け、大人向けで本

の企画展示をされて、ＳＤＧｓを学ぶ機会を

提供している。私は特に図書館だけを求めて

いることではございません。これを参考にし

た考えでありますけれども、例えば市役所ロ

ビー等、様々な企画が展示されてございま

す。市民の皆様が日常的にこのＳＤＧｓを目

に触れ、身近に感じられて、そして自分ごと

として何か行動を起こす、これにつながる具

体な取組が必要ではないかという思いに至っ

たところです。

そこで、再質問といたしましては、三沢市

において、今私が申し述べさせていただきま

したことも、ぜひひとつ考慮していただきた

いと願っているところではありますけれど

も、今後、具体な取組として、どのようなお

考えをお持ちなのかお聞かせいただきたいと

思います。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

政策部長。

○政策部長（佐々木 亮君） ただいまの春

日議員の再質問にお答えいたします。

今後の具体的な取組という御質問だと思い

ます。

まずは、ＳＤＧｓの周知・啓発につきまし

ては、三沢市としまして、市民のまず目に触

れるということが、機会を増やしていくとい

うことが一番大切なことだと考えておりま

す。現時点で考えておりますのが、市で発行

するパンフレット、またはチラシ等で可能な

ものから順次ＳＤＧｓのロゴを掲載しまし

て、この取組についてはＳＤＧｓに関するこ

とですよというような形で意識啓発に努めて

いきたいと考えております。

例えば、ごみの分別のチラシとか、あと減

量への協力へのパンフレット、そういったも

のにそのロゴを掲載していきたいと思ってお

ります。

また、春日議員から御質問がありました公

共施設でのそういった取組ということですけ

れども、いろいろな個別の事業、これはＳＤ

Ｇｓの取組をしているものもございますの

で、各施設、公共スペース等を使っての企画

展のようなものも、また併せて検討していき

たいと考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 春日議員。

○１４番（春日洋子君） ありがとうござい

ました。私もその１人として取組を進めてい

きたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。

再質問は、２点目のユニバーサルデザイ

ン、ＵＤフォントの導入についてでございま

す。私も今回の質問に至って、こちらはやは

り同じく越谷市の広報、また併せて議会便り

等もＵＤフォントを活用しているということ

で、参考に送っていただいて詳しく拝見させ

ていただきました。様々、市の中でもＵＤ

フォントにつきましては、無料で使用できる

ものもあるということも承知しているところ

ではございました。

また、今後、これまで無料でＵＤフォント

活用している場合があったか、またさらに今

後、この導入に向けて様々な御検討を進めて

いただく中で、どうしても気になるのは予算

でございます。もし、導入されるという場面

に至ったときは、ＵＤフォントの予算、どの

程度になるのかなという、そんな思いに至っ

たところです。これについて再質問させてい

ただきます。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

政策部長。

○政策部長（佐々木 亮君） ＵＤフォント

に関しまして、これまでに無料での活用が

あったかということと、あと今後の予算の関

係ということでにお答えをしたいと思いま

す。

無料での活用があったかということに関し

ましては、先月の広報みさわのほうで一部文

字をＵＤフォントを使った部分がございまし

た。これに関しては、全体的な使用でござい

ませんので、担当者のほうも特にＵＤフォン

トということを意識してではなく、見やすい
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という意味で使用しておりました。

あと予算の関係でございますが、答弁のほ

うでもお話しさせていただいたとおり、民間

企業の開発している文字でございますので、

代表的な大手の見積りですと、１００台当た

り年間税別で２８万８,０００円ということ

を調査しておりました。ですので、今、三沢

市全庁で６００台ほどパソコンがございます

ので、約１８０万円、税を入れると２００万

円程度かかるものと認識しております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 春日議員。

○１４番（春日洋子君） ありがとうござい

ました。今後、可能性があればというような

思いでございますので、よろしくお願いしま

す。

再質問は、３点目の自殺対策の強化につい

てであります。

副市長よりこれまでの取組、つぶさに御丁

寧に答弁をいただきましてありがとうござい

ます。この中で、いろいろな取組をされてき

たということは承知いたしました。さらなる

取組、強化ということの視点でございます。

先ほどの副市長の御答弁の中に、ゲート

キーパーの養成、講習会を重ねてきたという

ことでありました。私も、ぜひ次の機会には

という、そんな反省も踏まえながら思いに

至ったところでありますけれども、ゲート

キーパーとは、様々な問題を抱えている方

に、自殺の危険を示すサインに気づいて適切

に関わることができる人、このことがゲート

キーパーというふうに認識しているところで

ありますけれども、何といっても自殺の防止

には身近な人の見守りが大切だというふうに

思っております。

そこで、これまで市におきましてゲート

キーパー養成講座における実施状況、また、

今後の方向性なども併せてお聞かせいただけ

ればと思います。よろしくお願いします。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

市民生活部長。

○市民生活部長（工藤雅則君） ただいまの

再質問にお答えいたします。

当市でのゲートキーパー養成講習会の開催

状況、実施状況につきましては、おおむね年

に３回ほど開催しており、うち２回を受講し

ますと、受講修了書をお出ししております。

令和２年度受講者数は２２名で、全員受講

修了書をお出ししてございます。

平成２４年度の第１回講座から、累計では

受講証をお出しした方は２２４名となってお

ります。

また、養成講習会を修了された方を対象と

したフォローアップ講習会は、年に２回開催

し、令和元年度は延べ３４名の方に御参加い

ただいております。

今後につきましては、これら講習会の一層

の充実を図るとともに、定期的かつ一定時

間、顧客、お客様と接する機会の多い職種で

あります看護婦さん、ケアマネージャーさ

ん、理美容師さんといった方々には、さらな

る呼びかけを図るなど、効果的なゲートキー

パーの育成に努めてまいりたいと考えてござ

います。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 春日議員。

○１４番（春日洋子君） ありがとうござい

ます。次の機会には私もぜひ受講させていた

だきたいと思っております。

次は４点目、ごみ収集アプリの導入につい

てでございます。

御答弁の中で、このごみ収集アプリに向け

て、導入に向けての準備を進めてまいりた

い、非常に期待が高まりました。

それでは、この準備を進めてまいりたいと

いう中では、どのようなお考えで進めていか

れるのか、ここの場でお示しいただける内容

でよろしいですので、お聞きしたいと思いま

す。まずは、このことでお願いいたします。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

市民生活部長。

○市民生活部長（工藤雅則君） 再質問にお

答えいたします。

どのように進めていくのかということでご
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ざいますが、既に導入している自治体、先ほ

どもお話をいたしましたが、調べてみました

ところ、こういった収集アプリは、複数の企

業さん、メーカーさんから販売をされており

まして、私ども現時点で調べたところでは、

６種類ほど確認をしてございます。さらに、

現在開発中の企業さんもあるようでございま

すので、後発メーカーなどの情報収集をまず

進める。進めながらも、市民の扱いやすさ、

市としての運用のしやすさ、さらには運用経

費といった具体的な視点で検討・調査を加え

てまいりたいということでございます。

さらには、当市での外国人が多く住んでい

るといった実態を考慮いたしますと、特に外

国語ですとか、多言語化にどのように対応し

ていただけるのかと、こういった視点にも注

目しながら進めてまいりたいと考えてござい

ます。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 春日議員。

○１４番（春日洋子君） ありがとうござい

ます。三沢市の特性に即して検討していただ

けるということで理解いたしました。よろし

くお願いいたします。

次に、５点目の母子手帳の電子化について

でございます。

先ほどの御答弁の中で、三沢市の子育てナ

ビに昨年、予防接種の機能が追加されたとい

うことでありました。どのように、具体的に

はどのような機能なのか、また、現在未就学

児の登録者数はどのくらいであるか、参考に

お聞かせいただきたいと思います。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

福祉部長心得。

○福祉部参事兼福祉部長心得兼生活福祉課長

（篠田浩一君） 春日議員の再質問について

お答えいたします。

まず、子育てアプリに追加されております

予防接種の機能についてでございますが、ま

ず、お子さんの生年月日などを登録していた

だきますと、予防接種の時期にメールが通知

されます。その通知された後に、アプリ内の

医療機関の検索から、予防接種可能な医療機

関を探すことができまして、こちらにつきま

しては、医療機関名からでも、また、実施可

能な予防接種の項目からでも探すことができ

るようになっていますので、例えばロタウイ

ルスの予防接種を受けたい場合は、ロタとい

うところをチェックして検索していただきま

すと、ロタウイルスの予防接種の実施可能な

医療機関の一覧を表示して検索できるという

ことになっております。それが予防接種の主

な機能でございます。

次に、未就学児の人数でございますが、１

０月３１日現在で１,９３８人となってござ

います。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 春日議員に申し

上げます。

一般質問の持ち時間が５分前ですのでお知

らせします。

春日議員。

○１４番（春日洋子君） 承知しました。

ありがとうございました。ぜひ、こちらの

リニューアルした子育てナビ、ほきのすけの

予防接種、私も今手元にございましたけれど

も、多くの方にまた御活用いただきたいと思

います。

それでは、福祉問題の遠隔手話通訳サービ

スの導入についてでございます。

先ほど御答弁の中で、できるだけ早期に導

入を目指していきたいということでございま

した。これも大いに期待が持てる答弁だとい

うふうに受け止めました。

それでは、具体にいつ頃を想定していらっ

しゃるのかお聞かせいただきたいと思いま

す。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

福祉部長心得。

○福祉部参事兼福祉部長心得兼生活福祉課長

（篠田浩一君） それでは、再質問にお答え

いたします。

手話通訳サービスの導入の時期でございま

すが、これにつきましては、いろいろな整備
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状況もございます。ですが、コロナ禍の状況

もありますので、来年度をめどに進めてまい

りたいと考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 春日議員。

○１４番（春日洋子君） すみません。教育

問題、最後の再質問をさせていただきます。

１点目のヤングケアラーの支援について再質

問させていただきます。

もちろん、教育部長からの御答弁の中で

も、今後、これについては進めていくという

ことも併せて、もちろん承知しているところ

でありますけれども、御答弁の中にも示され

ていただきましたけれども、学校内で、この

ヤングケアラーのみならず、この子はちょっ

と気になる、何か家庭的に問題を抱えている

のかなって、そう思われる児童生徒はおよそ

どのくらいいるのかなという思いに至ったと

ころです。最後に、この点についてお聞かせ

ください。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

教育部長。

○教育部長（小泉厚子君） 再質問の、先生

方が子供たちと接している中で事情を感じら

れる、そういう子供さんがいるかということ

についてお答えいたします。

学校において、たくさんの児童生徒と接し

ていると、様々な事情を抱えながら生活をし

ていると感じる家庭は、実際に存在します。

例えば、いずれも三沢市であったケースでは

ありませんが、両親が日本語を話せないた

め、三者面談のときに本人に通訳をお願いし

たこと。部活動を、弟や妹を保育園に迎えに

行って、その後、面倒を見なければならない

という理由で欠席した児童がいたことなどが

ございました。

ただ、いずれもそれが恒常的に行われてい

るということではなかったため、児童生徒に

とって過度な負担になっているなと感じたこ

とや、学業や進路までに影響していると思っ

たことはありませんが、教育委員会といたし

ましては、このヤングケアラーの視点を持っ

て教育相談を行うことで把握できるように工

夫してまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、春日洋

子議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

加澤明議員の登壇を願います。

加澤議員。

○１１番（加澤 明君） 市民クラブの加澤

明です。通告順に質問をさせていただきま

す。

１点目、教育問題について。

自然環境の温暖化が進む中で、ここ数年、

夏場の異常な暑さによって、多くの人が熱中

症に悩まされています。小中学生も、その例

外ではありません。特に、子供は体力が乏し

いだけに、しっかりとした予防対策が必要で

あるが、子供たちが多くの時間を費やす学び

の学校・教室には、空調環境を整えるエアコ

ン・冷房は、当市においてはおおぞら小学

校、第三中学校を除く他の小中学校にはいま

だ設置されておりません。

２０１８年には、愛知県豊田市で小学１年

生、当時６歳の男の子が熱中症で死亡してお

り、熱中症による体調不良で救急搬送される

事案は、全国各地で発生しております。

さて、文部科学省の調査では、学校施設環

境改善交付金、ブロック塀・冷房設備対応臨

時特例交付金などの活用で、２０１９年９月

１日時点で、全国の公立小中学校の普通教室

のエアコン・冷房の設置率は７７.１％か

ら、２０２０年９月１日には普通教室への設

置率は９２.８％に達したそうです。

そのような状況下の中、特に当市は米空

軍、航空自衛隊を抱える基地のまちでもあ

り、熱中症対策だけではなく、戦闘機訓練の

騒音に対しても、行政の責任として子供たち

が安心・健康・快適に学習できるように、環

境づくりをしなければなりません。また、現

在進行中の航空自衛隊のＦ－３５Ａ戦闘機配

備も、騒音が大きくなると懸念されること

や、全国で猛威を振るうコロナウイルス感染
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の対応策の空調換気の一つしても、早急に学

校教室にエアコン・冷房を設置すべきと考え

ますが、当市の見解をお伺いいたします。

続いて、経済問題について。

日々更新される新型コロナウイルス感染症

の感染拡大の中で、市民の命と生活を守りな

がら経済を再生するために、国・県・市が各

種緊急経済対策を講じて支援を行っています

が、経済回復にはまだまだ厳しい状況であり

ます。

当市においても、このような状況下の中、

引き続き感染拡大防止の徹底と社会経済活動

の両立を図りながら、将来に希望が持てるさ

らなる取組を迅速に進める必要があると考え

ます。

そのような中、当市においても、新型コロ

ナウイルス感染症の発生等により大きな影響

を受けている市内飲食業を支援するために実

施したプレミアム付飲食券事業は、市民から

の好評をいただき、一般販売開始の約２週間

で完売したと聞いております。この取組が功

を奏し、市内経済活動が徐々に回復しつつあ

る中、弘前市での飲食店クラスターをはじめ

とする県内の発生者数の拡大は、クラスター

は収束に向かいつつも、県内各地では現在で

も感染者の発症が日々確認され、いまだ感染

者なしには至っておりません。

また、都市部を中心とした第３波となる全

国的な感染拡大は大きな問題となっており、

都市部から地方へ、地方から都市部への移動

自粛の要請や飲食店の営業時間の短縮など、

感染防止対策の協力要請を行っている状況で

の経済回復は、今後も厳しく長期化すると思

われます。

このような状況を踏まえ、当市において

も、今後さらなる経済支援策として、そして

発生状況の変動にかかわらず必要とされる市

内経済の一刻も早い回復や活性化のために、

次年度予算の編成に当たって、市として次の

プレミアム付飲食券事業の実施やプレミアム

商品券事業の実施について検討していくべき

と考えますが、市の取組方針をお伺いいたし

ます。

以上、２点、御答弁よろしくお願いいたし

ます。

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの加澤

明議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。

市長。

○市長（小檜山吉紀君） ただいまの加澤議

員の御質問の経済問題のプレミアム付飲食券

事業の再度実施やプレミアム商品券事業の実

施については私から、教育問題につきまして

は教育長からお答えをさせますので、御了承

願いたいと存じます。

現在実施中のプレミアム付飲食券事業は、

新型コロナウイルス感染症の影響を受けてい

る市内飲食事業者への支援と、市民の生活支

援、消費拡大を目的として、三沢市商工会が

実施主体となって実施しているところであり

ます。その販売方法については、本年９月１

日から実施した市内全世帯に郵送したはがき

を持参した方への先行販売と、先行販売終了

後となる９月２８日から実施した一般販売の

２段階により実施したところでありますが、

一般販売開始後、約２週間となる１５日間で

完売するなど、御好評をいただいているとこ

ろであります。

当該プレミアム付飲食券事業につきまして

は、コロナにより特に大きな影響を受けた飲

食業への支援につながるだけでなく、当該飲

食店から食材や飲み物をはじめとする小売業

への発注が増加するなど、その経済効果もよ

り幅広く波及することが期待されておりま

す。

しかしながら、その一方で、小売業の方か

らは、ぜひとも従来のようなプレミアム付商

品券の事業再開もしてほしいとの声が商工会

に対してあったとのことであります。

このような状況や全国的に懸念されている

第３波となる新型コロナウイルス感染症の発

生拡大、県内でのクラスターの発生などを受

け、現在、市と商工会では、来年度予算編成

に向け、プレミアムつきの飲食券や商品券の
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事業について検討を行っているところであり

ます。

今後は、新型コロナウイルス感染症の発生

状況にかかわらず、大きな影響を受けた経営

者等の一刻も早い経営回復と市内経済の活性

化を見据えた支援対策が求められていること

から、市といたしましては、今回、御好評を

いただいている飲食券と、以前実施した商品

券との両方の機能を備えたプレミアム付飲食

商品券事業という方式を軸として、商工会と

協議、調整してまいりたいと考えておりま

す。

なお、そのプレミアム率や発行枚数、詳細

な運用方法等につきましては、今後、財源を

含め、できるだけ市内事業者や市民の皆様に

喜ばれる事業として検討してまいりたいと考

えております。

私からは、以上です。

○議長（小比類巻雅彦君） 教育長。

○教育長（冨田 敦君） 教育問題について

お答えをいたします。

文部科学省では、これまでに各学校の普通

教室などにエアコンを設置するための交付金

の創設など、熱中症対策を進めてきていると

ころであります。

当市の市内小中学校のエアコンの設置状況

は、全小中学校１２校のうち３校について

は、全館に冷房が完備された校舎でありま

す。残る９校については、全ての保健室にエ

アコンが設置され、児童生徒の健康管理に利

用されておりますが、普通教室にはエアコン

が整備されていない状況であります。

このようなことから、今年５月に冷房設備

がない学校の普通教室に扇風機が２台以上配

置となるよう補充を行い、さらに７月末には

５２台の大型冷風機を学校規模に応じて配置

し、熱中症対策を行ってきているところであ

ります。

しかしながら、ここ数年の夏場の異常な暑

さや、市内小中学校校長会、三沢市連合ＰＴ

Ａからのエアコン設置に対する継続しての要

望、さらには市議会等においても要望の質問

等が出されるとともに、多くの家庭にエアコ

ンが設置されつつあるという生活様式の変化

への対応もあり、十分その必要性を感じてい

るところであります。

今後におきましては、関係課や関係省庁と

連携・協議を図りながら、補助金等を活用

し、市内各小中学校の普通教室などにエアコ

ンを計画的に設置できるよう努めてまいりた

いと考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 加澤議員。

○１１番（加澤 明君） 通告順に再質問を

させていただきます。

まず、教育問題、エアコンについてであり

ます。

今、教育長のほうから、必要性は感じてい

ると。今後、前向きに進んでいくような回答

がありました。私は正直言って、何で危機感

がないのかなと。私、ちょっと資料を調べた

のですけれども、青森県内でも各自治体、学

校、エアコンつけていこうというふうな形に

なってきております。やっていっている学校

も地域もあります。

その中で、私が調べた中には、青森市のほ

うでも、今年エアコン設置が進められており

ます。これは、青森の場合は普通教室、特別

教室を合わせると８１５室あります。予算に

してみれば、設計費８,５００万円、工事費

８億９,３００万円、合計で９億７,８００万

円、この事業が７月から１１月で設計を終

え、１２月には工事契約、来年の５月末まで

には導入を終えるという計画になっておりま

す。

このスピード感というのは、私はすごいと

思います。しかも、この財源、７５％は市債

です。要は借金です。借入れです、市のほう

で。残り２５％が新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金、これが２５％使っ

て実施するそうです。

私、この資料を見たときに、青森市の市

長、教育長たちは、やはり重要性、緊急性が

感じられているのだなと。ですから、借入れ
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を起こしてまでも早急にやっているのではな

いかなという気がします。

教育長のほうからも、ＰＴＡ、議会からそ

ういう声が来たということで、必要性は認識

しているということなのですけれども、それ

であれば、私は少なくとも父兄の方とか、や

はり議会でそういう意見が出ているのであれ

ば、やはりめどを。今、来年つけろと言って

も、これは予算編成上大変厳しいものがあり

ますので、例えば令和４年度、夏に間に合う

ようにやるとか、そういう目標数値というの

ですか、そういうのをきちんとやらないと、

父兄の方も安心感というのはないと思うので

す。

それは全然無理なことでもないと思います

し、やっていくのであれば、必ずそういう数

値というのを大事に、目標数値というのは大

事だと思うのです。恐らく、私も孫がいます

し、ここの行政の方にも孫や子供たちがい

る。これだけ暑さ、そして、まして三沢市

は、騒音のまちではないですか。ほかの地域

とまた特殊な環境があるのです。

そういうことを踏まえれば、やはり早急に

きちんとした形を示すのが、私は行政のトッ

プの役目だと思いますけれども、市長はこの

件に関して、どのようにお考えであります

か。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

市長。

○市長（小檜山吉紀君） ただいまの加澤議

員の再質問にお答えをいたします。

昨日もお話に出ました。今のコロナ対策の

関係で２億５,０００万円の減収になること

が見えてきました。そしてまた、あまり多く

ない基金にも手をつけなければならない。大

変厳しい財政事情であっても、私はエアコン

は設置しなければならないものと、加澤議員

と同じ認識であります。

なぜならば、今言った防音校舎というの

は、本質的には窓は開けてはいけない、騒音

を防ぐための校舎ですから。そしてまた、各

個人の生活形態においても、エアコンの普及

率は相当高い状態になってますし、本来であ

るならば２０１９年のブロック塀と併せて出

た補助金のときにやっておくべきだったとい

うお話もありました。

そういう中で、現在、関係課、関係省庁と

連携、協議を行っている最中でありますの

で、５２台ある冷風機と併用しながら、設置

するための調査等を行う予算を、できるだけ

速やかにと申せば、それはいつだとまた聞か

れると思いますので、次年度に盛り込むよう

指示しました。今、洗い直しておりますの

で、どうかその辺で御容赦願いたいと。私も

急いで頑張っておりますので、よろしくお願

いいたします。

終わります。

○議長（小比類巻雅彦君） 加澤議員。

○１１番（加澤 明君） 私もちょっと力が

入って言っているような気がしますけれど

も、今、市長のほうの答弁から、次年度、調

査費用ということで盛り込みたいというお話

がありました。私、何度も言うようですけれ

ども、市長マニフェストにも教育環境の充実

と出しています。その中には、エアコン設置

という言葉は触れてませんけれども、やはり

これも教育環境の充実の一つだと思います。

やはり、こういうことを充実することによっ

て、私は先生方も楽にもなるし、生徒たちの

学習能力も上がっていくと思うのです。です

から、本当に早急にやっていただきたい。

次年度の予算にそういうものをつけるので

あれば、早ければ４年度に実施できる可能性

もあるわけです。先ほども申しましたけれど

も、ほかの自治体では借入れまで起こして、

厳しい財源の中で借入れまで起こしてやって

いるという自治体もありますので、それをま

ねしろとかと言うわけではないのですけれど

も、それだけ重要な緊急性のある問題なの

で、何とかひとつ早急にできるように期待し

たいと思います。

それと、次に経済問題、最後の問題ですけ

れども、これも市長のほうから期待が持てる

答弁で、市内の飲食店とかスーパーなどでも
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広く活用できるようにしていただきたいと思

います。特に経済回復、これも先ほどの教育

問題と一緒で、スピード感が大事だと。要因

になります。事業を計画されているのであれ

ば、迅速にこれも進めていただきたいと思い

ます。

そこで、再質問いたしますけれども、先ほ

どの答弁で、商工会と協議、調整してまいり

たい、また、プレミアム率、発行枚数などの

運用方法について、市内事業者や市民に喜ば

れる事業にしたいと答弁がありました。これ

は、プレミアム付飲食商品券事業の、現時点

でもう予算編成に入っているわけですから、

検討されている事業概要が今の時点で分かる

範囲で御答弁いただきたいのですが、よろし

いでしょうか。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

経済部長。

○経済部長兼新型コロナウイルス感染症対策

支援室長（関 敏徳君） ただいまのプレミ

アム付飲食商品券の事業概要についてお答え

いたします。

現在、商工会と協議しながら検討を進めて

おります。まだ金額設定や販売枚数、使用で

きる業種選定等、詳細な内容までは決まって

いない状況ですが、現在実施しているプレミ

アム付飲食券事業では、プレミアム率４０％

で、合計販売枚数は全世帯数をカバーする２

万セットを販売しておりました。

なお、郵送したはがきと引換えで購入でき

る先行販売と、その後に実施した一般販売の

２段階で販売を実施してきたところから、今

回のプレミアム付飲食商品券についても同じ

ような販売方法を基本ベースとして検討して

おります。

なお、現段階において、商工会からはプレ

ミアム率３０％という意見をいただいており

ますが、今後は財源等も併せて検討してまい

りたいと考えております。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 加澤議員。

○１１番（加澤 明君） あとは、これは実

施するという方向性へ進んでいるように受け

止めました。恐らく商工会のほうからも、そ

ういう金額ベースが出ているのであれば、そ

ういう形になっていくのかなという気はしな

がら聞いておりました。実施されるのであれ

ば、これも迅速に進めればいいかと思いま

す。

しかし、なかなかこれをやると、今までの

問題というのは、やはり加盟店、協力店舗と

いう部分に関して非常に参加数が少なくて、

商工会会員を中心にやっていったと思うので

すけれども、なかなか幅広くということが難

しかったように聞いております。

ですから、やはり今回、経験があるわけで

すから、今回やる場合に、どれだけ広く参加

加盟店、増えれば増えるほど恐らく市民の方

も喜ぶと思うのです。使う場所が増えるわけ

ですから。だからそういう部分では、広く協

力していただくために、どのような周知方法

を取っていくのか、最後にお伺いいたしま

す。

○議長（小比類巻雅彦君） 答弁願います。

経済部長。

○経済部長兼新型コロナウイルス感染症対策

支援室長（関 敏徳君） ただいまの再々質

問の加入店舗を増やす対策等についてお答え

いたします。

現在、プレミアム付飲食券事業を実施して

おりますが、当該事業実施の際にも御指摘の

あったとおり、市民からできるだけ利用でき

る加入店を増やしてほしいという御意見が寄

せられております。

市といたしましても、市内各店舗の支援の

観点からも、市民が利用しやすい環境づくり

の観点からも、加入店舗の増加は重要である

と考えております。

商工会とも当該事業の趣旨を十分に説明し

た上で、商工会の会員以外の方に対しても広

く周知を図るとともに、できるだけ簡素な手

続方法を検討し、店舗側が参加しやすい環境

づくりを構築していくよう、商工会とともに

検討を重ねてまいりたいと考えております。
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以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、加澤明

議員の質問を終わります。

─────────────────

◎日程第 ２ 議案第６２号から

日程第２７ 議案第８９号まで

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、日程第２

議案第６２号専決処分の承認を求めること

について（令和２年度三沢市一般会計補正予

算（第６号））から日程第２７ 議案第８９

号十和田地区環境整備事務組合の解散に伴う

財産処分及び事務承継についてまでを一括議

題といたします。

─────────────────

◎日程第２８ 総括質疑

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第２８ た

だいま一括議題といたしました全議案に対

し、総括質疑を行いますが、通告がありませ

んので、総括質疑を終結します。

─────────────────

◎日程第２９ 特別委員会の設置及

び議案の付託

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第２９ 特

別委員会の設置及び議案の付託を行います。

お諮りします。

ただいま一括議題となっております議案の

審査に当たりましては、８名をもって構成す

る予算審査特別委員会、同じく８名をもって

構成する条例等審査特別委員会をそれぞれ設

置し、これに付託の上、慎重に行いたいと思

いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、予算審査特別委員会、定数８名、

条例等審査特別委員会、定数８名をそれぞれ

設置し、これに付託することに決しました。

それでは、議案の付託を行います。

予算審査特別委員会には、議案第６２号か

ら議案第７０号までの計９件を、条例等審査

特別委員会には、議案第７１号及び議案第７

４号から議案第８９号までの計１７件をそれ

ぞれ付託します。

─────────────────

◎日程第３０ 特別委員会委員の選

任

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第３０ 特

別委員会委員の選任を行います。

ただいま設置されました２特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、お手元に配付しております

特別委員会委員及び付託議案一覧表のとおり

指名します。

なお、特別委員会の委員の方々は、次の休

憩中に委員長、副委員長をそれぞれ互選し、

議長まで報告願います。

また、ただいま設置されました各特別委員

会の組織会は、予算審査特別委員会を大会議

室、条例等審査特別委員会を第２会議室にお

いて、それぞれ願います。

この際、委員会開催のため、暫時休憩しま

す。

午前１１時３１分 休憩

────────────────

午前１１時３５分 再開

○議長（小比類巻雅彦君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

先ほど設置されました２特別委員会の委員

長、副委員長の互選の結果を報告します。

予算審査特別委員会委員長、小比類巻孝幸

委員、副委員長、西村盛男委員。条例等審査

特別委員会委員長、堀光雄委員、副委員長、

舩見昌功委員とそれぞれ決しました。

─────────────────

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、本日の

日程は終了しました。

なお、明日から９日までは、特別委員会審

査等のため、本会議は休会となります。

次回、本会議は１０日午前１０時から会議

を開きます。

本日は、これをもって散会します。

午前１１時３６分 散会


